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本学では令和 6 年（2024 年）度に実施する入学試験からインターネット出願となります。 

出願前には，マイページ登録が必要です。時間には余裕を持って出願を行ってください。 

なお，インターネット出願時に登録されたメールアドレスには，大学から入学試験に関する重要な

お知らせが配信されますので，変更や削除の可能性がなく，日常的に確認できるメールアドレス 

を準備してください。 

また，インターネット出願サイトでの入力は必ず志願者本人が行ってください。 



 

社会システム経営学院 アドミッション・ポリシー 

 

【社会システム経営学院の目的と入試構想】 

 

社会システム経営学院では，経営学の専門知を修得することで，地域における経営課題の

解決を推進できる人材の育成を目的としています。 

この目的を達成するために，研究科等連係課程制度を活用し，多様な背景を有する学生と

の共修をも視野に入れた学びの場を構築するために，以下のような入試構想を掲げていま

す。 

 

・経営学の専門知を修得することで，地域における経営課題の解決を推進でき

る人材の育成を目的としており，かかる目的にふさわしい能力と意欲を持つ

学生を受け入れる。 

・出身大学・出身学部にかかわらず，広く門戸を開放し，幅広い能力や多様な

経験を持つ学生を受け入れる。 

 

【アドミッション・ポリシー（AP）】 

 

上記の入試構想に基づき，当学院の「求める人物像」として，以下のようなアドミッショ

ン・ポリシーを設定しています。したがって，本学院で学ぶ学生には，以下のような，能力・

意欲・関心・熱意などを備えていることを望みます。 

 

①経営学の基礎的専門知と論理的思考力を有し，それらを学術的･実践的にさ

らに高めていこうとする意欲と関心を持つ人（AP1） 

②国内外の社会経済の時事的動向や学術的動向に高い関心を持ち，それらを

理解・分析するために必要とされる多角的な視野や思考力を有する人（AP2） 

③職務での経験知や他分野での学びを，経営学の専門知と結びつけることに

より，各種の組織における経営課題の解決を推進するリーダーとなる熱意を

持つ人（AP3） 

④地域社会の経営課題を深く理解し，関係者と適切なコミュニケーションを

とりながら，これまでにはない新しい課題解決策を提案しようとする意欲の

ある人（AP4） 
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Ⅰ 募集人員及び入試区分 

 

（１）募集人員 

課程名称 募集人員 

社会システム経営学院（修士課程） 6 名 

（注）募集人員には，特別選抜入試，社会人入試による若干名を含む。 

 

（２）入試区分 

以下の 3 つの入試区分があります。 

各入試区分の出願要件については，「Ⅱ 出願資格等」を確認してください。 

 

(1) 一般入試 

   面接試験・論述試験（2 科目）・英語の各試験を課します。 

・ただし，英語は筆記試験を実施せず，本学院が指定する語学試験（TOEIC Listening & 

Reading Test 又は TOEFL iBT）の成績で評価します。詳しくは「Ⅵ 入試方法」を参

照してください。 

(2) 特別選抜入試 

   面接試験・論述試験（1 科目）・英語の各試験を課します。 

・英語は一般入試と同様です。詳しくは「Ⅵ 入試方法」を参照してください。 

(3) 社会人入試 

   面接試験（含：口頭試問）を課します。 
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Ⅱ 出願資格等 

 

一般入試の出願資格 

●次の①から⑩のいずれかに該当する者，あるいは①から⑧のいずれかに令和 7 年 3 月末

日をもって該当する見込みの者（※注 1） 

①日本の大学を卒業した者 

②学校教育法第 104 条第 7 項の規定により学士の学位を授与された者 

③外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者 

④外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することによ

り当該外国の学校教育における 16年の課程を修了した者 

⑤我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16

年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教

育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するも

のの当該課程を修了した者 

⑥外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当

該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに

準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において，修業年限

が 3 年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授

業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けた

ものにおいて課程を修了することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を

授与された者 

⑦専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以後に修了した者 

⑧文部科学大臣の指定した者（昭和 28年文部省告示第 5号） 

⑨学校教育法第 102 条第 2 項の規定により大学院に入学した者であって，当該者をそ

の後に本学院において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認

めたもの（※注 2） 
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⑩本学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で，入学時 22 歳に達しているもの（※注 2） 

※注１ 外国人（外国籍を有し，在留資格が「永住者」「定住者」以外の者）の受験者

は，上の②から⑩に加えて，以下の日本語能力を測る各試験のいずれかにおいて要

求水準を満たす成績を得ていることを出願の要件とします。ただし，外国人のうち，

日本の大学（学士課程・修業年限 4 年以上）の卒業者（卒業見込み者を含む）は，

これらの要件を満たしていなくとも出願することを認めます。 

試験種別 要求水準 試験実施・運営主体 

日本語能力試験（JLPT） N1 合格 
(独)国際交流基金 

(公財)日本国際教育支援協会 

実用日本語検定（J.TEST） 700 点（準Ｂ級）以上 日本語検定協会・J.TEST 事務局 

日本留学試験（EJU） 
日本語科目の「読解・聴読解・聴解」

300 点以上、及び「記述」33 点以上 
(独)日本学生支援機構 

JPT 日本語能力試験 660 点以上 (一社)日本語能力試験実施委員会 

 

※注 2 出願資格⑨又は⑩における出願資格の認定が必要な志願者は，出願に先立ち，

入学資格の事前審査を行います。詳細については「Ⅲ 入学資格審査」の記載事項

をご覧ください。 

 

特別選抜入試の出願資格 

●岐阜大学の学士課程を優秀な成績で卒業予定（出願時点における学士課程の成績〔大学 1

年から 3 年までの成績〕が GPA3.0 以上）であり，かつ，本学院が指定する経営学に関連

する学士課程の科目について 4単位以上修得している者 

■本学院が指定する学士課程の科目リスト 

＊下記の科目から 4単位以上修得していること。 

●全学共通科目 

経営学入門（はじめての経営学），経営学入門（ファイナンス・アカウンティング入門） 
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●応用生物科学部の開講科目 

農業経済学・経営学入門，アグリビジネス論，地域ブランドと地域振興 Ib 

●工学部の開講科目 

技術経営概論，技術表現法 

●地域科学部の開講科目 

マーケティング論，会計学，マネジメント特講，金融論 

●経営学環の開講科目 

経営組織論，経営戦略論，組織行動論，アントレプレナーシップ論，イノベーションマネジメント論 

 

社会人入試の出願資格 

次のアまたはイのいずれかに該当し，かつ，一般入試の出願資格①から⑧及び⑩のいずれ

かに該当する者（※注 3） 

ア．出願時において，企業，官公庁，教育機関，NPO，各種研究機関等で 3年以上の勤務

経験を有する者 

イ．出願時において，自営業又は農業に 3 年以上の従事経験を有する者 

※注 3 外国人（外国籍を有し，在留資格が「永住者」「定住者」以外の者）の受験者

は，上記の一般入試で示した場合と同様に，本学院が定める日本語能力を測る各試

験のいずれかにおいて要求水準を満たす成績を得ていることを出願の要件としま

す（詳しくは，上記「一般入試の出願資格」を参照してください）。ただし，外国人

のうち，日本の大学（学士課程・修業年限 4 年以上）の卒業者（卒業見込み者を含

む）は，これらの要件を満たしていなくとも出願することを認めます。 
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Ⅲ 入学資格審査 

 

●出願資格⑨，⑩における出願資格の認定が必要な志願者は，出願に先立ち，入学資格の事

前審査を行います。 

・入学資格審査の申請手続方法は，以下のとおりです。 

（1）申請期間 

令和 6年 9月 24 日（火）～9 月 27日（金） 必着 

 

（2）提出方法及び提出先 

郵送（申請期間内必着）又は持参（9 ～17 時）により，（6）の担当係へ提出して

ください。 

 

（3）提出書類 

ⅰ 入学資格審査申請書        ：所定の用紙によること。 

ⅱ 入学志願票（入学資格審査申請用） ：所定の用紙によること。 

ⅲ 出願書類一式※          ：所定の用紙によること。 

（※検定料及びインターネット出願サイトから印刷する入学志願票を除く。） 

 

（4）審査結果通知方法 

令和 6年 10 月 18 日（金）頃に結果通知書を本人宛に発送します。 

 

（5）入学資格「認定」後の手続 

認定の通知後，P.7「Ⅴ 出願手続き」を参照し，期間内に出願してください。 

 

（6）担当係 

〒501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1  

岐阜大学社会システム経営学環 事務室 

MAIL: keiei@t.gifu-u.ac.jp 

TEL : 058-293-3440 

FAX : 058-293-3441 

 

Ⅳ 障害等のある者の出願にあたっての事前相談 

 

本学では，障害等のある志願者が，受験上不利となることがないよう必要な配慮を行って

おり，そのための相談を次のとおり受け付けています。相談の内容によっては対応に時間を

要することがありますので，相談の期限にかかわらず，できるだけ早く相談してください。
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なお，事前相談は受験に関して，よりよい方法及び在り方を模索するためのもので，入試結

果の判定において不利になることはありません。また，入学後の修学に関して相談を希望す

る方は，下記（5）担当係へ問い合わせてください。 

※ 日常生活においては，ごく普通に使用されている補聴器，松葉杖，車椅子等を使用して

受験する場合も，試験場設定や他の配慮との関係から受験上の配慮として申請が必要で

す。 

（1）相談の期限 

令和 6年 9月 27 日（金）17 時まで 

（2）相談の方法 

下記の書類を（5）担当係へ提出してください。なお，必要な場合には，志願者又は

関係者との面談等を行うことがあります。 

a 障害者等受験上の配慮申請書（本学所定の用紙） 

b 医師の診断書又は障害者手帳の写し 

（3）本学所定の用紙の請求方法 

用紙は，岐阜大学ホームページ〈入試案内〉からダウンロードすることができます。

郵便で障害者等受験上の配慮申請書の用紙を請求する場合は，封筒の表に「障害者

等受験上の配慮申請書請求」と朱書きし，84円分の切手を貼った返信用封筒（長形

3 号封筒（縦 23.5cm ×横 12.0cm））を同封し，（5）担当係に送付してください。 

※ 同封の返信用封筒には，あなたの住所，郵便番号，氏名（宛名）を明記してく

ださい。返信用封筒は折りたたんで構いません。 

（4）相談の期限後に生じた不慮の事故等による場合 

相談の期限後に不慮の事故等により障害を有することとなった場合は，至急（5）担

当係へ問い合わせてください。 

（5）担当係（請求先及び提出先） 

〒501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1  

岐阜大学社会システム経営学環 事務室 

MAIL: keiei@t.gifu-u.ac.jp 

TEL : 058-293-3440 

FAX : 058-293-3441 
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Ⅴ 出願手続 

出願手続は「インターネットによる入力」，「検定料の支払い」，「必要書類の郵送または

持参」を行っていただきます。 

 

（1）出願期間 

試験種別 出願期間 

一般入試 ［1］インターネット出願サイトで志願者情報を登録 

令和 6年 10 月 29 日（火）～11 月 5 日（火）13時まで 

［2］検定料の支払い 

令和 6年 10 月 29 日（火）～11 月 5 日（火）13時まで 

［3］願書受付期間（出願書類を郵送または持参） 

令和 6年 10 月 29 日（火）～11 月 5 日（火） 

特別選抜入試 

社会人入試 

 

（2）提出の方法について 

 （1）に記載のインターネット登録期間中にインターネット出願サイトで入力及び検定料

支払い後，志願票を印刷し，願書受付期間内に他の出願書類（ P.9～12）とともに以下の

いずれかの方法で提出してください。 

①持参する場合 

平日 9時から 17 時までの間に（5）出願先及び問合せ先へ直接持参してください。 

②郵送する場合 

・角形 2 号サイズの封筒に，インターネット出願サイトから印刷した「出願書類提

出用宛名シート」を貼り付けてください。 

・必ず，郵便局の窓口で「簡易書留速達」とし，上記の出願期間内に「必着」する

ようにしてください。 

・ただし，出願期間を過ぎて到着した出願書類については，期限日までの消印のあ

る「簡易書留速達」郵便に限り受付けます。 

 

（3）入学検定料の払込方法 

①入学検定料 30,000 円 （振込手数料はご負担願います。） 
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   注意  

【国費（日本政府）留学生は，入学検定料が不要となります。インターネット出願

時に「検定料について」の対象者確認欄で「該当する」をチェックしてください。

なお，チェックする際に必要なパスワードをお知らせしますので，下記のアドレ

スまでご連絡ください。（国費（日本政府）留学生証明書の写しをメールに添付し

てください。）】 

 

②払込方法 

 入学検定料の支払いは，P.15「STEP 5（入学検定料の支払い）」を参照してください。 

海外在住者は，クレジットカードで支払ってください。 

 

（4）受験票 

   本学で出願書類を確認後，インターネット出願サイトで発行が可能となります。発行

が可能になりましたら，出願時にインターネット出願サイトで登録されたメールアドレ

スへ通知しますので，各自で A 4 用紙にカラー片面印刷したうえで，必ず試験当日に持

参してください。詳細については，P.16「STEP 7（受験票の印刷）」を確認してください。 

 

（5）出願先及び問合せ先 

〒501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1  

岐阜大学社会システム経営学環 事務室 

MAIL: keiei@t.gifu-u.ac.jp 

TEL : 058-293-3440 

FAX : 058-293-3441 

 

（6）提出書類等 

●共通注意事項 

・出願区分（一般，社会人等）によって提出する書類が異なりますので，注意してく

ださい。 

・出願後の提出書類の内容変更は認めません。 

・出願前に，希望する指導教員と事前相談することを推奨します。（※注 4） 

・指導教員は，合格後に改めて決定をします。 
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・大規模災害・感染症等により試験実施方法が変更になる場合があります。 

最新情報は岐阜大学社会システム経営学院のウェブサイトで確認してください。 

※注 4 指導教員となりうる教員一覧は「岐阜大学大学院社会システム経営学院」

のウェブサイトから確認できます。（ https://www.ssm.gifu-u.ac.jp/gs/ ）  

なお，指導教員となりうる教員は，社会システム経営学院の「教授」または「准

教授」です。「特任教授」，「特任准教授」，「助教」を指導教員とすることはでき

ません。 

 

●共通（全入試区分） 

提出書類 注意事項 

入学志願票 

 

・「インターネット出願の流れ」（→ P.13 ～ 16）を参照して，イン

ターネット出願サイトで入力し，A 4 サイズで片面カラー印刷し

てください。 

・出願前 3 か月以内に撮影した上半身，無帽，正面向きの顔写真デ

ータを用意し，インターネット出願サイトからアップロードして

ください。 

・志望指導教員名の欄には，教員名をフルネームで正確に入力して

ください。 

・指導教員となりうる教員は社会システム経営学院の「教授」または

「准教授」です。「特任教授」，「特任准教授」，「助教」を指導教員

とすることはできません。 

履歴書 ・所定の用紙で作成してください。 

志望理由書 ・所定の用紙で作成してください。 

研究計画書 ・所定の用紙で作成してください。 

類型該当性の自己申告書 

・「外国為替及び外国貿易法」（外為法）に基づく「みなし輸出」にお

ける管理対象の明確化に伴い「類型該当性の自己申告書」の提出が

必要となります。申告書裏面の「類型該当性判断のフローチャー

ト」に基づいて記入してください。 
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●一般入試（外国人の受験者も含む） 

提出書類 注意事項 

出願資格を証明する書類 

※【本学を卒業見込みの者は提出

不要です。】 

・卒業（見込）証明書，修了（見込）証明書，学位授与（見込）証明

書等，出願資格を証明するもの。 

・出願資格②の該当者で在学中の者は，在籍する高等専門学校長又

は短期大学長が発行する専攻科の修了見込証明書及び学士の学位

を授与申請予定である旨の証明書を添付してください。 

・出願資格⑦の該当者は，専修学校の専門課程を修了又は修了見込

の旨を証明する書類を提出してください。 

・出願資格⑨の該当者は，学校教育法第 102 条第 2 項により入学し

た旨及び在学中である旨を証明する書類を提出してください。 

・外国の大学等の発行する書類で，日本語又は英語以外で作成され

たものには，日本語又は英語による訳文を添付してください（可

能な限り出身大学等が作成したもの）。 

成績証明書 

※【本学を卒業見込みの者は提出

不要です。】 

・出身大学等の学長又は学部長が証明の上厳封したもの。 

・外国の大学等の発行する証明書で，日本語又は英語以外で作成さ

れたものには，日本語又は英語による訳文を添付してください（可

能な限り出身大学等が作成したもの）。 

英語能力に関連する語学試験の

成績証明 

以下のうちいずれか一方を提出してください（ただし，令和 4 年 4 月

以降に受験したものを有効とする）。 

・TOEIC Listening & Reading Test の公式認定証の原本，または，

令和 5 年 4 月以降に受験した方はデジタル公式認定証を印刷した

もの 

・TOEFL iBT の Test Taker Score Report（原本）（Test Date スコ

アを出願スコアとする） 

※ 試験初日開始時までに出願後認定された成績証明を提出し直

すことも認めます。 

※ やむを得ず出願書類提出時に成績証明を提出できない場合は，

担当係と相談してください。 

※ 試験初日開始時までに成績証明の提出がなければ試験欠席と

みなします。 

【外国人の受験者のみ】 

日本語能力に関連する語学試験

の成績証明 

・外国人（外国籍を有し，在留資格が「永住者」「定住者」以外の者）

の受験者は，以下の日本語能力を測る試験の成績証明書（いずれも

原本）を提出してください。（ただし，令和 4 年 4 月以降に受験し

たものを有効とする）。 

【以下の基準を満たす，いずれかの試験の成績証明を提出する】 

・日本語能力試験（JLPT）：N1 合格 

・実用日本語検定（J.TEST）：700 点（準Ｂ級）以上 
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・日本留学試験（EJU）：日本語科目の「読解・聴読解・聴解」300 点

以上、及び「記述」33 点以上 

・JPT 日本語能力試験：660 点以上 

※ ただし，外国人のうち，本学を含む日本の大学（学士課程・修

業年限 4 年以上）の卒業者（卒業見込み者を含む）は，これら

の要件を満たしていなくとも出願することを認めます。 

【日本国籍を有しない方のみ】 

在留カード（写）またはパスポー

ト（写） 

・日本国籍を有しない方は提出してください。 

・現に日本国に居住している外国人は，在留カード両面の写し。その

他の者は，本人パスポートの氏名・国籍が確認できるページの写し

を提出してください。 

 

●特別選抜入試 

提出書類 注意事項 

英語能力に関連する語学試験の

成績証明 

以下のうちいずれか一方を提出してください（ただし，令和 4 年 4 月

以降に受験したものを有効とする）。 

・TOEIC Listening & Reading Test の公式認定証の原本，または，

令和 5 年 4 月以降に受験した方はデジタル公式認定証を印刷した

もの 

・TOEFL iBT の Test Taker Score Report（原本）（Test Date スコ

アを出願スコアとする） 

※ 試験初日開始時までに出願後認定された成績証明を提出し直

すことも認めます。 

※ やむを得ず出願書類提出時に成績証明を提出できない場合は，

担当係と相談してください。 

※ 試験初日開始時までに成績証明の提出がなければ試験欠席と

みなします。 

 

●社会人入試（外国人の受験者も含む） 

提出書類 注意事項 

出願資格を証明する書類 

・卒業（見込）証明書，修了（見込）証明書，学位授与（見込）証明

書等，出願資格を証明するもの。 

・出願資格②の該当者で在学中の者は，在籍する高等専門学校長又

は短期大学長が発行する専攻科の修了見込証明書及び学士の学位

を授与申請予定である旨の証明書を添付してください。 
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・出願資格⑦の該当者は，専修学校の専門課程を修了又は修了見込

の旨を証明する書類を提出してください。 

・出願資格⑨の該当者は，学校教育法第 102 条第 2 項により入学し

た旨及び在学中である旨を証明する書類を提出してください。 

・外国の大学等の発行する書類で，日本語又は英語以外で作成され

たものには，日本語又は英語による訳文を添付してください（可能

な限り出身大学等が作成したもの）。 

成績証明書 

・出身大学等の学長又は学部長が証明の上厳封したもの。 

・外国の大学等の発行する証明書で，日本語又は英語以外で作成さ

れたものには，日本語又は英語による訳文を添付してください（可

能な限り出身大学等が作成したもの）。 

実務実績調書（社会人） ・所定の用紙で作成してください。 

【提出可能者のみ】 

受験承諾書 

・現在の勤務先等での勤務を継続しながら大学院で修学しようとす

る者のうち提出可能な方は，勤務先から「受験承諾書」を得てくだ

さい。 

※ 所定の用紙により，当該所属長が作成したものに限ります。 

※ 社印等を押印してください。 

【外国人の受験者のみ】 

日本語能力に関連する語学試験

の成績証明 

・外国人（外国籍を有し，在留資格が「永住者」「定住者」以外の者）

の受験者は，以下の日本語能力を測る試験の成績証明書（いずれも

原本）を提出してください。（ただし，令和 4 年 4 月以降に受験し

たものを有効とする）。 

【以下の基準を満たす，いずれかの試験の成績証明を提出する】 

・日本語能力試験（JLPT）：N1 合格 

・実用日本語検定（J.TEST）：700 点（準Ｂ級）以上 

・日本留学試験（EJU）：日本語科目の「読解・聴読解・聴解」300 点

以上、及び「記述」33 点以上 

・JPT 日本語能力試験：660 点以上 

※ ただし，外国人のうち，本学を含む日本の大学（学士課程・修

業年限 4 年以上）の卒業者（卒業見込み者を含む）は，これら

の要件を満たしていなくとも出願することを認めます。 

【日本国籍を有しない方のみ】 

在留カード（写）またはパスポー

ト（写） 

・日本国籍を有しない方は提出してください。 

・現に日本国に居住している外国人は，在留カード両面の写し。その

他の者は，本人パスポートの氏名・国籍が確認できるページの写し

を提出してください。 
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Ⅵ 入試方法 

 

(1) 試験日・試験場 

（すべての入試区分で共通） 

試験日 令和 6年 11 月 30 日（土） 

試験場 岐阜大学全学共通教育講義棟（岐阜市柳戸 1番 1） 

・具体的な試験実施場所については，試験当日，全学共通教育講義棟玄関前に掲示しま

す。 

(2) 試験時間，試験科目，配点 

●一般入試 

時間 9:00-10:30 11:00- － 

科目 専門科目（2 科目） 面接試験（15分程度） 英語（※注 5） 

配点 100 150 50 

※注 5 英語は筆記試験を実施せず，本学院が指定する語学試験の成績で評価します。 

●特別選抜入試 

時間 9:00-9:45 10:00- － 

科目 専門科目（1 科目） 面接試験（15分程度） 英語（※注 6） 

配点 100 150 50 

※注 6 英語は筆記試験を実施せず，本学院が指定する語学試験の成績で評価します。 

●社会人入試 

時間 9:00- 

科目 面接試験（30分程度） 

配点 300 
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（3）入試方法 

●専門科目と英語に関する学力試験及び面接試験を実施し，それらの成績に基づいて総合

的に合否を判定します。 

・専門科目について 

 ・一般入試及び特別選抜入試には専門科目が課されます。専門科目は 5科目（経営戦略

論、経営組織論、会計学、ファイナンス、経営統計学）からの選択制です。この 5科

目の中から，願書出願時に，一般入試では 2 科目，特別選抜入試では 1科目を選択し

ます。出願後に選択科目を変更することはできません。 

 ・専門科目の出題範囲について 

  ・岐阜大学が学士課程で開講している科目の内容が出題範囲とレベルの目安です。関

連科目のシラバスなども参照ください。 

  ・科目ごとに出題範囲の参考となる文献と補足情報を列挙します。以下の参考文献か

らそのまま出題されるわけではありませんが，各科目における出題レベルを概ね示

したものとなります。 

科目 出題範囲の参考となる文献や補足情報 

経営戦略論 

嶋口充輝・内田和成・黒岩健一郎編著『1 からの戦略論』碩学舎 

入山章栄著『世界標準の経営理論』ダイヤモンド社 

岐阜大学の開講科目「経営戦略論」の学習範囲 

経営組織論 

高尾義明著『はじめての経営組織論』有斐閣 

田尾雅夫編著『よくわかる組織論』ミネルヴァ書房 

岐阜大学の開講科目「経営組織論」の学習範囲 

会計学 

谷武幸・桜井久勝・北川教央編著『1からの会計』碩学舎 

桜井久勝著『財務諸表分析』中央経済社 

岐阜大学の開講科目「会計学」および「財務諸表分析」の学習範囲 

ファイナンス 
内田交謹著『すらすら読めて奥までわかる コーポレートファイナンス 』創成社 

岐阜大学の開講科目「コーポレートファイナンス」の学習範囲 

経営統計学 

北川源四郎・竹村彰通編『教養としてのデータサイエンス』 講談社 

北川源四郎, 竹村彰通編『応用基礎としてのデータサイエンス : AI×データ活用の

実践』講談社 

岐阜大学の開講科目「データ科学基礎」「 データ科学基礎演習 A」「データサイ

エンス入門」の学習範囲のうち，特に統計学に基づいたデータ分析に関する範囲 

    ※経営学系の書籍は頻繁に改訂されます。上記の参考文献のうち「最新版」を参考にしてください。 
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・英語について 

  ・英語は筆記試験を実施せず，受験者が事前に提出する TOEIC Listening & Reading Test

又は TOEFL iBT のいずれかのスコアで評価します。（ただし，出願期間締切日 2 年前

の年度の 4月 1日以降に受験したものを有効とする）。 

・スコアの換算方法は，以下のとおりです。 

・TOEIC Listening & Reading Test 

785 点以上を50 点として比例配点（TOEIC ÷ 7.85 × 0.5 か 50 の小さい方） 

・TOEFL iBT 

72 点以上を50点として比例配点（TOEFL iBT÷0.72 × 0.5 か 50の小さい方） 

・上記試験のスコアの提出がない場合，当該試験科目を欠席とみなします。 

・面接試験について 

・一般入試及び特別選抜入試では，志望理由書，研究計画書等の提出書類に基づいて面

接を実施します。面接での使用言語は日本語であり，面接時間は 15分間程度です。 

・社会人入試では，志望理由書，実務実績調書，研究計画書等の提出書類に基づいて面

接を実施します。社会人入試の面接試験では，経営学の基礎知識をはじめとする本学

院が求める知識や思考力について問う口頭試問も行います。面接での使用言語は日本

語であり，面接時間は 30分程度です。 

（4）欠格事項 

●次のいずれかに該当する者は不合格となります。 

  ①試験科目の一部を欠席した者 

  ②面接試験の得点が 6 割未満の者 

  ③試験の合計得点が 5 割未満の者 

（5）学力試験での持込み物品等について 
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・試験時間中，原則として，机の上に置いてよいものは「受験票，黒鉛筆，鉛筆キャップ，

シャープペンシル，消しゴム，鉛筆削り，時計（計時機能のみ），メガネ，ハンカチ，

目薬，ティッシュペーパー（袋から取り出したもの）」です。 

・なお，専門科目の試験時間には，計算機能・関数計算機能のみの電卓を持ち込むことが

できます。ただし，辞書機能や通信機能が付いている電卓は使用できません。 
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Ⅶ 合格者発表 

 

・合格発表日 

令和 6年 12 月 16 日（月）12時 

 

 ・岐阜大学ホームページ（http://www.gifu-u.ac.jp/）に合格者の受験番号を掲載します。

掲載期間は，合格者発表日から 1 週間です。合格者の受験番号の掲示発表は行いませ

ん。また，不合格者には結果を通知しません。電話等による照会には一切応じません。 

・合格通知書は，社会システム経営学環事務室窓口で，受験票を確認の上交付するので，

受験票を持参してください。窓口での交付は，合格発表当日中のみとします。当日来学

しなかった場合は，合格者宛に郵送します。 

 ・合格者はインターネット出願サイトより合格通知書を出力できます。合格通知書の郵

送は行いません。 

 

※令和６年９月６日一部訂正（赤字箇所） 
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Ⅷ 入学手続・授業料 

 

（1）入学手続について 

・入学手続は，WEB 上で行います。岐阜大学のホームページ（https://www.gifu-

u.ac.jp）上にて，令和 7年 2 月頃入学手続の詳細を掲載します。ホームページの

案内に従い速やかに手続を進めてください。 

（2）入学辞退について 

・入学手続を所定の期日までに行わない者は，本学への入学の意思がなく，入学を辞

退したものとみなします。 

（3）入学手続時に要する経費について 

入学料：282,000 円（予定額） 

※国費（日本政府）留学生は不要です。 

※入学料は予定額であり，改定が行われた場合には改定時から新たな金額が適用さ

れます。 

（4）授業料について 

授業料：（半期分）：267,900 円（年額 535,800 円）（予定額） 

※国費（日本政府）留学生は不要です。 

※授業料は予定額であり，改定が行われた場合には改定時から新たな金額が適用さ

れます。 

・授業料は 5 月と 11 月に口座振替にて納入していただきます。 

  

－22－



 

共通連絡事項 

 

1 個人情報の取り扱いについて 

 提出された入学志願票等に記載された氏名，性別，生年月日，住所，電話番号等の個人

情報は，入試情報処理システムに登録されますが，本学は，入学志願票等及び登録された

個人情報を責任をもって管理・保管します。入学試験業務終了後は，この個人情報を次の

いずれかに該当する場合を除いて利用することはなく，また，第三者に開示することもあ

りません。なお，第三者とは，本学入試業務担当者のうち個人情報に接する必要がある者

以外の者です。 

（1）合格者について，入学手続きに必要なデータを使用する場合 

（2）入学者について，学生証の作成，カリキュラム登録，成績管理等，本人が大学生活

をする上で必要な事務にデータを使用する場合 

（3）入学者選抜に係る統計・調査・分析のために使用する場合（ただし，この統計・調

査・分析に従事する者は特定の者とし，公表する場合，個人識別ができない状態で行

います。） 

（4）本人の同意が得られた場合 

（5）法令等により開示を求められた場合 

 

2 検定料返還に関しての留意事項 

（1） 次の場合を除き，一旦領収した検定料は原則として返還しません。 

  ａ 出願書類が受理されなかった場合 

  ｂ 検定料を誤って二重に振り込んだ場合 

  ｃ 検定料を振り込んだが，出願書類を提出しなかった場合 

（2） 返還請求の方法 

 次の①～⑥を明記した検定料返還請求書を作成し，「振替払込請求書兼受領証」の原本

を添付して，岐阜大学社会システム経営学環事務室まで郵送してください。（封筒には

「検定料返還請求書 在中」と朱書きしてください。） 

 なお，返還請求は出願期間終了後から試験前日までにお願いします。 

  ①返還請求の理由 

  ②志願者氏名（フリガナ），押印 

  ③現住所 

  ④連絡先電話番号 

  ⑤検定料の返還を受け取る銀行名，支店名，預貯金種別，口座番号，口座名義（フリ

ガナ） 
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＊振込みには，請求書類到着後 1 か月程度を要する場合がありますので，あらかじめご

了承ください。 

 

3 入試結果の情報開示について 

（1）開示内容 

 受験者本人からの請求に基づき，本人の得点（合否判定に使用した総得点）を開示しま

す。なお，面接のみの試験については開示しません。また，合格者の試験成績（最高点，

平均点）を併せて開示します。合格者が 4 人以下の場合は公表しません。 

（2）開示の請求方法 

 請求できる者   受験者本人に限ります。 

 請求方法     請求先（入試課）に郵送してください。 

 請求期間     令和 7 年 5 月 1 日（木）～ 5 月 30 日（金） 

                      （5 月 30 日の消印有効） 

 請求先      〒501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1 

                岐阜大学学務部入試課 

 必要書類     ・岐阜大学入試情報開示請求書（＊） 

          ・令和 7 年度受験票（コピー不可，開示の際にお返しします。） 

          ・返信用封筒（開示通知書送付用） 

長形 3 号封筒（縦 23.5cm ×横 12.0cm）に，本人の郵便番号， 

住所，氏名を明記の上，※460 円分の切手（簡易書留料金）を 

貼付してください。 

          ＊開示請求書用紙の入手方法 

           次のいずれかの方法で入手できます（請求期間中のみ入手可）。 

           ①岐阜大学のホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）から 

プリントアウトする。 

②郵便で請求する。 

返信用封筒（長形 3 号封筒（縦 23.5cm ×横 12.0cm）に※110

円切手貼付）を「請求先」あてに送ってください。 

            ※郵便料金改正後の金額（予定） 

 開示方法     本人に開示決定通知書を郵送します。 

          請求受付後，開示までに約 1 か月を要しますので，あらかじめご了

承願います。 
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4 長期履修制度について 

 この制度は，職業を有している等の事情により，2 年間で修了に必要な単位を修得し修

了することが困難な者が，入学時に計画的に 2 年を超えて単位を修得することを申請し，

大学がこれを認めた場合，2 年間の授業料で 2 年を超えて在学できる制度です。 

 （ 2 年間の授業料の合計金額を長期履修学生として認められた年数で除した額が年間授

業料となります。ただし，在学中に授業料が改定された場合は，改定時から新授業料が適

用されます。） 

なお，職業を有している等の事情であっても一定の条件の下に認められる制度であるの

で，申請希望者はあらかじめ岐阜大学社会システム経営学環事務室（058-293-3440，2179）

までお問合せください。 
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5 岐阜大学への案内 

試験場名 
試験場までの交通機関 

バスのりば 「路線名」及び行先 降車するバス停 

岐阜大学大学院 

社会システム経営学院 

JR 岐阜駅バスターミナル

⑨番又は 

名鉄岐阜駅前⑤番のりば 

「岐阜大学・病院線」 

岐阜大学病院行き 

（西野町経由） 

岐阜大学 

JR 岐阜駅バスターミナル

⑨番又は 

名鉄岐阜駅前④番のりば 

「岐南町線」 

岐阜大学病院行き 

（長良北町経由） 
岐阜大学 

1 ．バスの所要時間は，通常約 30 ～ 40 分です。 

2 ．詳細は岐阜バスのホームページをご確認ください。 

 

 

 

 

岐阜大学構内案内図 
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